
2.イチゴの基礎知識

イチゴ（苺）英: Strawberry 学名: Fragaria 
バラ科の多年草。
オランダイチゴ属の栽培種オランダイチゴ

•ヘタ →花のガクの部分
•ずい →芯周辺の白っぽい所 •果皮 →イチゴの表面の部分
•花托（かたく） →イチゴの美味しいところ。茎の先端の花床（かしょう）が膨らんだ偽果
•芯 →中心柱といわれる白っぽい部分
•維管束(いかんそく) →果実から伸びる白い管。養分を運ぶ役割
•痩果(そうか)→イチゴの表面にあるつぶつぶ。割るとその中に種が入っている。
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イチゴの表面にあるつぶつぶは種では
なく、ひとつひとつが果実です。 それ
ぞれのツブツブの中に種が入っていま
す。 一粒のイチゴは、200個から300
個の果実が集まった「集合果」私たち
が果実だと思って食べている甘い部分
は、実際は茎の先端の花床（かしょ
う）が膨らんだ偽果（ぎか）です。

イチゴの表面にあるつぶつぶが
イチゴの果実

イチゴについて



３.いちごの種類

名称：きらぴ香
品種名：きらぴ香
産地：静岡県 品種登録年： 2017年

交配
静岡13号/05-2-5 (出願者所有の育成系統どう
しを交配「紅ほっぺ」や「章姫」の系統)

時期 11月下旬頃から4月頃まで。

特徴

静岡県のオリジナル品種で、県内限定栽培。
大きめできれいな縦長の円錐形。
果皮は濃い赤色、果肉・果心は淡い赤色。甘
くフルーティーな香りで、優しい酸味と強い
甘さの上品な味わい。きらぴ香の大使はタレ
ントの「みちょぱ」さん

名称：あすかルビー
品種名：あすかルビー
産地：奈良県 品種登録年： 2000年

交配 アスカウェイブ/女峰

時期 12月頃から出荷され、5月頃まで出回ります。

特徴

赤い宝石とも呼ばれ、丸みのある円錐形で粒
は大きく美しい形。果皮はツヤのある橙赤色
でその果肉の中心まで鮮やかに赤く色づいて
いる。果肉は少し硬めで、果汁が多く糖度も
高め、ほど良い酸味でみずみずしい口当たり。

名称：あまりん
品種名：埼玉い３号
産地：埼玉県 品種登録年： 2019年

交配 やよいひめ/ふくはる香

時期 12月〜5月 旬は2月〜3月

特徴

埼玉県オリジナルいちご品種。艶やかで美し
い見た目に、糖度が高く酸度は控えめのため、
いちご特有の酸味がほとんどなく、衝撃的な
甘さが特徴です。果皮は色つやのよい鮮やか
な赤色で、形も整っており、見た目・食味と
もに優れたいちご。

名称：淡雪（あわゆき）
品種名：淡雪
産地：鹿児島県、佐賀県、熊本県
品種登録年： 201３年

交配 「さがほのか」の変異株

時期 12月頃〜4月初頃。1月〜2月が旬。

特徴

白いちごの一種で、やや大きめの縦長の円錐
形。果皮が白みがかった淡いピンク色（淡橙
色）で、種の粒々が赤い。果肉は中央部分が
白く、その周りは果皮と同じ白〜淡橙色。酸
味控えめ、甘み強めだが淡白な味わい。果肉
はやや硬めで、輸送性に優れています。

名称：いちごさん
品種名：佐賀i9号
産地：佐賀県 品種登録年： 2018年

交配 佐系14号/やよいひめ

時期 12月頃から5月頃、1月〜3月または4月頃が旬

特徴

果実は大きめの円錐形で果皮は濃赤色。果肉
まで赤く染まるのが特徴です。やさしい甘み
があり、果肉はみずみずしくて香りが良い。
食味と見た目の良さを兼ね備えています。

名称：いばらキッス
品種名：いばらキッス
産地：茨城県 品種登録年： 2012年

交配 とちおとめ/レッドパール/章姫

時期 12月〜4月

特徴

果皮は光沢のある赤色で、果肉は淡赤色。サ
イズが大きく少し縦長の円錐形で、果皮はや
や硬めです。糖度が高くてほど良い酸味があ
り、濃厚な甘酸っぱさを楽しめます。また果
汁も多く、みずみずしい食感です。

名称：越後姫
品種名：越後姫
産地:新潟県 品種登録年： 1966年

交配 ベルルージュ×女峰/とよのか

時期 12月〜4月

特徴

新潟県園芸試験場で育成されたイチゴ。「可
憐でみずみずしい新潟のお姫様のようなイチ
ゴ」ということから命名されたとのこと。香
りが強く、果汁が豊富なのが特徴で、糖度は
高めでやさしい酸味を持ちます。全国初の栄
養機能性食品として販売ができる。

名称：かおりん
品種名：埼園い1号
産地：埼玉県 品種登録年： 2019年

交配 ふくあや香/ゆめのか

時期 12月〜5月 1月以降に収穫量が増えます

特徴

果実が円錐形で光沢があり、サイズはやや小
さめ。果皮は鮮やかな紅色で、果肉は淡い赤
色になります。果皮も果肉も硬く食味が良く、
甘みと酸味が強く濃厚な味わい。香りも良く
ジューシーです。「炭疽病」や「萎黄病」と
いった病気に対して抵抗性がある点も大きな
特徴になります。



4.データでみるいちご

・都道府県別収穫量ランキング

順位 県名 収穫量 構成比 作付面積 構成比

1位 栃木県 2万4,400t 14.80% 509ha 10.30%

2位 福岡県 1万6,600t 10.10% 428ha 8.70%

3位 熊本県 1万2,100t 7.30% 298ha 6.00%

4位 愛知県 1万1,000t 6.70% 254ha 5.20%

5位 長崎県 1万700t 6.50% 266ha 5.40%

6位 静岡県 1万500t 6.40% 292ha 5.90%

7位 茨城県 9,220t 5.60% 240ha 4.90%

8位 佐賀県 7,380t 4.50% 160ha 3.20%

9位 千葉県 6,630t 4.00% 218ha 4.40%

10位 宮城県 5,000t 3.00% 136ha 2.80%
11位 香川県 3,340t 2.03% 85ha 1.72%

12位 岐阜県 3,160t 1.92% 114ha 2.31%

13位 埼玉県 3,000t 1.82% 96ha 1.95%

14位 宮崎県 2,750t 1.67% 72ha 1.46%

15位 群馬県 2,740t 1.66% 97ha 1.97%

16位 奈良県 2,340t 1.42% 99ha 2.01%

17位 福島県 2,330t 1.41% 107ha 2.17%

18位 山口県 2,270t 1.38% 100ha 2.03%

19位 長野県 1,940t 1.18% 84ha 1.70%

20位 三重県 1,930t 1.17% 70ha 1.42%

その他 2万5470t 15.50% 1,205ha 24.44%

全国計 ー 16万4,800t 100.00% 4,930ha 100.00%
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資料：令和３年産野菜生産出荷統計より 都道府県別の作付面積、収穫量及び出荷量

昭和43年(1968)以降、栃木県がイチゴ収穫量日本一（55年連続）
（令和4年度栃木県のいちごの収穫量は、161,100t）


